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１．概要（Summary） 

フィブロンスポンジ内で軟骨細胞を培養し、その表面上

に軟骨細胞層を形成させ、欠損部に貼り付けることで軟

骨組織が再生されることが報告されている。 

今回、京都大学ナノテクノロジーハブ拠点の設備を利

用して 4種類の官能基を有する自己組織化単分子膜（以

下、SAM）を形成し、軟骨細胞層形成の機序解明のため、

フィブロイン基質上と各官能基を有するSAM表面上にお

ける軟骨細胞の挙動を比較することを試みた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子線蒸着装置、UVオゾンクリーナー・キュア装置 

【実験方法】 

 UV オゾンクリーナー・キュア装置を用いてカバーガラ

スを 150°Cで 10分間洗浄した後、電子線蒸着装置を用

いてカバーガラスに 10nm のクロム層を成膜し、次いで

20nmの金層を成膜した。その後、1mMの各官能基を有

するアルカンチオールのエタノール溶液中に室温下で15 

時間浸漬して SAM を形成させた。CH3 基を有するアル

カンチオールとして 1-ドデカンチオール、COOH 基を有

するアルカンチオールとして 11-メルカプトウンデカン酸、

NH2 基を有するアルカンチオールとして 11-アミノウンデ

カンチオール、OH 基を有するアルカンチオールとして 

11-メルカプト-1-ウンデカノールを使用した。浸漬後、エタ

ノールおよび超純水で交互に 3 回すすぎ、クリーンベン 

チ内で 70vol%エタノール水溶液に 10分漬け置き、PBS 

で洗浄して使用した。 

 フィブロインをコーティングしたカバーガラスと SAMを形

成したカバーガラス上に軟骨細胞を播種し、24 時間 10

分間隔のタイムラプス観察を行った。得られた動画から細

胞位置を抽出し、細胞凝集率を算出した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

細胞凝集率の結果を Fig.1 に示す。Fig.1 から各官能

基間の結果に有意差があることがわかり、今回行った手

法で SAM が形成されていると考えることができる。また、

フィブロイン基質上と CH3基を有する SAM 上で細胞凝

集率が高いことがわかる。 

 

Fig. 1 The average aggregation rate of cells on 

fibroin substrate and on each SAMs. Data 

represents means ± S.E. n.s.: not significant by 

Tukey-Kramer test. 
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